
　
「
地
方
の
時
代
」
映
像
祭
（
以
後
、
映
像
祭
）
は
、「
地
域
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
作
品
に
焦
点
を
当
て
る

コ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
、
１
９
８
０
年
に
神
奈
川
県
川
崎
市
で
第
１

回
が
開
催
さ
れ
た
。
２
０
０
７
年
の
第
27
回
か
ら
関
西
大
学
が
バ

ト
ン
を
受
け
継
い
で
、
大
阪
府
吹
田
市
の
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
を

メ
イ
ン
会
場
に
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
、
今
年
で
通
算
36
回
に
な

る
。
も
と
よ
り
本
学
は
、
学
是
に
「
学
の
実
化
」
を
提
唱
し
、
１

８
８
６
年
の
創
立
時
か
ら
実
学
を
重
ん
じ
て
き
た
大
学
で
あ
る
。

現
在
で
は
13
学
部
を
有
す
る
総
合
大
学
と
な
り
、
本
年
11
月
４
日

に
創
立
１
３
０
周
年
を
迎
え
る
。
映
像
祭
も
、
大
学
の
使
命
で
あ

る
「
教
育
」「
研
究
」「
社
会
貢
献
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
関
わ
る
事
業

と
位
置
付
け
て
関
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
「
地
方
の
時
代
」
と
い
う
考
え
方
は
、
１
９
７
０
年
代
後
半
、
当

時
の
神
奈
川
県
知
事
で
あ
っ
た
長
洲
一
二
氏
ら
に
よ
っ
て
提
唱
さ

れ
、「
地
域
」「
地
方
」
を
新
し
い
目
で
見
直
す
た
め
の
「
歴
史
的

キ
ー
ワ
ー
ド
」
が
「
地
方
の
時
代
」
で
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
に
始

ま
る
。
１
９
８
０
年
、
神
奈
川
県
と
川
崎
市
の
呼
び
か
け
に
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
、
各
民
間
放
送
局
、
全
国
の
自
治
体
関
係
者
が
呼
応
し
、
テ

レ
ビ
映
像
を
通
じ
て
こ
の
理
念
を
具
現
化
し
よ
う
と
「
地
方
の
時

代
」
映
像
祭
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
以
来
30
年
余
、
神
奈
川
県
川
崎

市
（
そ
の
間
に
札
幌
、
長
野
、
富
山
で
各
１
回
）、
次
い
で
埼
玉
県

川
越
市
、
さ
ら
に
、
２
０
０
７
年
か
ら
大
阪
府
吹
田
市
の
本
学
へ

と
継
承
さ
れ
た
。
第
１
回
に
掲
げ
ら
れ
た
『「
地
域・

地
方
」
か
ら

わ
が
国
の
あ
り
方
を
問
う
』
と
い
う
基
本
テ
ー
マ
は
、
今
日
ま
で

揺
ら
ぐ
こ
と
な
く
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　

２
０
０
６
年
、
関
西
大
学
は
、
当
初
、
社
会
学
部
主
導
で
本
事

業
を
受
け
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
社
会
学
部
に
は
マ
ス
コ
ミ
専
攻

（
現
メ
デ
ィ
ア
専
攻
）
が
あ
り
、
映
像
祭
と
も
関
係
が
あ
っ
た
た
め

で
あ
る
。
し
か
し
、
主
催
者
と
な
り
、
関
係
が
よ
り
深
く
な
る
に

従
っ
て
、
単
に
映
像
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
領
域
だ
け
で
な
く
、
そ

岡
田 

弘
行
●
学
校
法
人
関
西
大
学
常
任
理
事
、
大
学
本
部
長

「
地
方
の
時
代
」
映
像
祭
と
大
学
の
関
わ
り
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の
内
容
や
取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
は
、
よ
り
多
分
野
に
お

け
る
大
学
教
育
研
究
に
資
す
る
取
り
組
み
と
な
る
こ
と
を
実
感
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
社
会
学
部
の
み
の
事
業
に
留
め
ず
、

よ
り
多
く
の
学
生
、
研
究
者
、
さ
ら
に
は
地
域
に
発
信
す
る
重
要

性
も
考
慮
し
て
、
関
西
大
学
総
体
で
関
わ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

現
在
、
主
催
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
日
本
民
間
放
送
連
盟
、
日
本
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
連
盟
と
い
っ
た
放
送
関
係
と
地
元
自
治
体
で
あ
る
吹
田

市
、
お
よ
び
本
学
が
引
き
受
け
、
共
催
と
し
て
、
大
阪
を
地
盤
と

す
る
放
送
局
で
あ
る
毎
日
放
送
、
朝
日
放
送
、
関
西
テ
レ
ビ
放
送
、

讀
賣
テ
レ
ビ
放
送
、
テ
レ
ビ
大
阪
が
担
っ
て
い
る
。

　

後
援
に
は
、
大
阪
府
、
大
阪
市
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
、
大
阪

市
教
育
委
員
会
、
吹
田
市
教
育
委
員
会
、（
公
）
関
西
経
済
連
合

会
、（
一
社
）
関
西
経
済
同
友
会
、
大
阪
商
工
会
議
所
、
吹
田
商
工

会
議
所
、（
公
）
関
西・

大
阪
21
世
紀
協
会
、
総
務
省
近
畿
総
合
通

信
局
が
名
を
連
ね
る
と
と
も
に
、
助
成
団
体
と
し
て
、（
公
信
）
高

橋
信
三
記
念
放
送
文
化
振
興
基
金
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
加
え
て
、
趣
旨
に
賛
同
を
得
た
企
業
の
支
援
を
得
て
運
営

し
て
い
る
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、「
放
送
局
」、「
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
」、「
市
民・

学
生・

自
治
体
」、「
高
校
生
」
の
４
部
門
を
設
け
て
い
る
が
、
近
年
、
中

学
生
の
応
募
者
に
も
入
賞
作
品
が
出
て
い
る
。
参
加
作
品
総
数
は

累
計
５
０
０
０
作
品
に
も
達
し
て

い
る
。
応
募
作
品
は
、
放
送
局
部

門
で
は
、
プ
ロ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー

に
裏
打
ち
さ
れ
た
明
確
な
課
題
設

定
と
、
映
像
自
体
の
完
成
度
も
高

い
も
の
か
ら
、
高
校
生
部
門
な
ど

に
は
、
家
庭
用
機
材
を
使
っ
た
、

実
に
シ
ン
プ
ル
な
作
品
ま
で
多
岐

に
わ
た
っ
て
お
り
、
審
査
委
員
の

先
生
方
に
は
質
量
と
も
に
多
大
な
ご
負
担
を
お
か
け
し
て
い
る
。

　

今
年
の
映
像
祭
は
２
０
１
６
年
11
月
12
日
㈯
～
11
月
18
日
㈮
の

７
日
間
。
11
月
12
日
㈯
に
「
贈
賞
式
、グ
ラ
ン
プ
リ
作
品
上
映
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」、
11
月
13
日
㈰
～
11
月
18
日
㈮
に
「
受
賞
作
品
上

映
会
、
参
加
作
品
上
映
会
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
な
ど
を
企
画
し
て

い
る
。
年
々
、
来
場
者
も
増
え
、
事
前
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
上
映

会
や
、
本
番
後
に
本
学
東
京
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
受
賞
作
品
の

上
映
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
好
評
を
得
て
い
る
。

　

さ
て
、
本
学
は
、
単
に
費
用
を
拠
出
し
て
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者

に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
本
学
学
生
に
と
っ
て

は
、
作
品
を
制
作
し
応
募
す
る
こ
と
に
よ
る
「
学
び
」
は
も
と
よ

り
、
多
く
の
社
会
的
課
題
を
テ
ー
マ
と
す
る
制
作
を
通
じ
て
、
通

受賞表彰風景（2015年）
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常
の
大
学
で
の
学
び
に
加
え
て
社
会
的
な
視
野
を
広
め
る
機
会
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
会
場
運
営
な
ど
を
担
う
中
で
、
主
催・

共
催
の
関
係
者
や
受
賞
作
品
の
制
作
者
を
は
じ
め
、
日
常
的
に
は

接
す
る
こ
と
が
な
い
方
々
と
も
貴
重
か
つ
横
断
的
な
交
流
の
機
会

を
得
て
い
る
。
ま
た
関
西
大
学
と
し
て
、
本
事
業
を
通
じ
て
地
域
、

地
方
の
情
報
発
信
に
寄
与
し
、
大
学
の
使
命
で
あ
る
「
社
会
貢
献
」

を
実
践
で
き
る
こ
と
も
、
主
催
者
で
あ
る
こ
と
の
大
き
な
意
義
で

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
学
が
主
催
者
と
な
っ
て
10
年
を
迎
え
る
中

で
、
幾
つ
か
の
課
題
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ま
ず
、
大
学

の
教
育
研
究
活
動
と
の
関
係
性
を
い
か
に
深
め
て
い
く
か
と
い
う

点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
映
像
や
メ
デ
ィ
ア
に
関
係
す
る
分
野
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
が
取
り

上
げ
た
テ
ー
マ
を
教
育
研
究
の
課

題
と
し
て
設
定
し
、
よ
り
多
く
の

教
育
現
場
で
活
用
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

　

多
く
の
方
の
バ
ト
ン
に
よ
っ
て

継
承
さ
れ
た
、
30
年
以
上
に
わ
た

る
地
域
、
地
方
の
課
題
が
蓄
積
さ

れ
て
い
る
が
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、

東
日
本
大
震
災
な
ど
、
多
面
的
か
つ
社
会
的
な
共
有
テ
ー
マ
を
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
捉
え
た
作
品
も
あ
る
。
ま
さ
に
、
そ
の
時
代

時
代
の
社
会
的
課
題
に
対
し
て
、
作
品
を
通
じ
て
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
従
っ
て
、
単
に
作
品
を
鑑
賞
す
る

だ
け
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
特
に
大
学
は
、
授
業
へ
の
応

用
や
教
育
研
究
素
材
と
し
て
の
活
用
を
さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。
一
部
権
利
処
理
を
行
っ
て
活
用
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
作

品
の
二
次
利
用
に
は
一
定
の
手
続
き
が
そ
の
都
度
必
要
と
な
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
学
び
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
感
じ
つ
つ
も
、
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
作
品
の
性
格
上
、
内
容
に
個
人
の
体
験
や
負
の
体
験

が
あ
え
て
表
現
さ
れ
る
作
品
も
多
く
、
一
定
の
使
用
ル
ー
ル
を
担

保
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
良
質
の
作
品
が
生
ま
れ
る
と
い
う
背
景

も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
理
由
も
あ
っ
て
、
知
的
財
産
権
に
は
神
経

を
使
っ
て
い
る
。
簡
単
に
解
決
す
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
な
ん
と

か
膨
大
な
作
品
の
活
用
の
可
能
性
を
主
催
者
、
共
催
者
、
関
係
す

る
マ
ス
コ
ミ
の
協
力
を
得
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
課
題
は
、
映
像
祭
の
継
続
で
あ
る
。
現
総
合
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
は
報
道
番
組
や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
制
作
に
長
年

関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
で
、
映
像
祭
に
も
長
年
ご
尽
力
い
た
だ
い

て
い
る
。
し
か
し
、
持
続
的
に
組
織
運
営
し
て
い
く
に
は
、
当
該

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
業
務
の
複
線
化
を
実
現
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

交流を深めるレセプション風景（2015年）
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え
る
。
映
像
祭
に
対
す
る
価
値
観
を
共
有
し
、
応
募
作
品
を
通
じ

て
、
作
り
手
、
審
査
員
、
鑑
賞
者
の
相
関
関
係
を
い
か
に
保
持
す

る
体
制
づ
く
り
が
で
き
る
か
が
、
主
催
者
、
共
催
者
に
よ
る
事
務

局
会
議
で
も
常
に
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

映
像
祭
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
地
域
の
課
題
は
、
ま
さ
に
国
と
し

て
取
り
組
む
「
国
土
強
靭
化
」、「
地
方
創
生
」
に
関
係
す
る
喫
緊

の
課
題
に
つ
な
が
る
作
品
も
多
い
。
し
か
も
映
像
化
に
よ
っ
て
、

そ
の
理
解
を
深
め
や
す
く
、
視
点
や
方
向
性
の
相
違
は
あ
る
に
せ

よ
、
取
り
組
み
課
題
を
認
識
し
て
理
解
す
る
な
ど
、
貴
重
な
資
源

に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
大
学
に
お
い
て
も
、
そ
の
こ
と
自

体
を
教
育
素
材
と
し
て
考
え
、
映
像
祭
を
通
じ
て
多
様
な
（
社
会

的
課
題
を
テ
ー
マ
と
す
る
）
作
品
に
触
れ
る
機
会
を
得
る
こ
と
は

大
変
有
益
と
考
え
る
。
こ
の
映
像
祭
の
主
催
者
と
し
て
参
画
す
る

こ
と
を
通
じ
て
、
大
学
の
社
会
的
責
任
が
具
体
的
な
行
動
に
つ
な

が
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
意
義
深
い
と
考
え
て
い
る
。

　

昨
今
は
、「
映
像
化
」
す
る
こ
と
自
体
が
、
例
え
ば
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
動
画
記
録
機
能
な
ど
の
進
化
で
容
易
に
な
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

へ
の
投
稿
な
ど
も
普
及
し
た
。
そ
れ
ら
の
映
像
が
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー

ス
の
一
部
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
た
。
一
方
、
映
像
祭
の
応

募
作
品
は
テ
ー
マ
性
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
社
会
を
し
っ
か
り
と

見
つ
め
て
課
題
を
定
め
、
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
今
年
の
応
募
作
品

は
大
学
生
の
応
募
が
最
多
に

な
っ
た
と
聞
い
て
お
り
、「
映

像
化
」
を
通
し
て
社
会
を
見

つ
め
る
こ
と
へ
の
関
心
を
生

み
、
言
い
換
え
れ
ば
社
会
を

見
つ
め
る
「
学
び
」
を
創
生

し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

本
学
は
、
こ
れ
か
ら
も
こ

の
映
像
資
源
と
毎
年
応
募
、

参
加
、
鑑
賞
い
た
だ
く
皆
様

と
共
に
映
像
祭
に
関
わ
り
続
け
た
い
。「
地
方
の
時
代
」
映
像
祭
を

ご
存
知
で
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
、
関
西
大
学
の
会
場
で
、
ま
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
や
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
等
に
よ
る
放
映
（
予
定
）
に
よ
っ
て
映
像
祭
の

活
動
に
ご
関
心
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と

願
っ
て
や
ま
な
い
。

●
参
考
：
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『「
地
方
の
時
代
」
映
像
祭
２
０
１
５
記
録
』、『
映
像
が
語
る
「
地

方
の
時
代
」
30
年
』（
岩
波
書
店
）
い
ず
れ
も
「
地
方
の
時
代
」
映

像
祭
実
行
委
員
会
編

【映像祭の目的】
１�．『今私たちの時代を生きる者は、何を見つめ何を
とらえるべきか？』国際化と情報化の時代動向の
なかで、新しい文明の原理を模索する。

２�．そのキーワードこそが「地方の時代」であり、
地方や地域が政治、経済、社会、文化にもつ意義
を、改めて問い直してみる。

３�．このメッセージの実現に向けて、放送界、市民、
自治体、高校、大学が相互に研究し、学び合う。

４�．この過程を通じて、自立した地域文化、研究、
教育における新たな方向性、番組制作への新しい
アプローチを展開する。
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